
　

日
本
家
族
計
画
協
会
が
「
第
９
回
男
女
の

生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
全
国
調
査
は
、
２
０
１
６
年
の
第

８
回
調
査
以
降
７
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
が
、

い
く
つ
か
の
特
筆
す
べ
き
点
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
避
妊
や
月
経
痛

緩
和
に
効
果
を
発
揮
す
る
低
用
量
の
女
性
ホ

ル
モ
ン
剤
の
普
及
率
が
予
想
以
上
に
増
加
し

て
い
た
こ
と
で
す
（
表
）。

「
い
つ
も
避
妊
し
て
い
る
」「
避
妊
し
た
り
、

し
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
女

性
に
、
現
在
の
避
妊
法
（
２
つ
ま
で
選
択
）

を
聞
く
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
男
性
用
コ
ン

ド
ー
ム
が
86
・
４
％
と
突
出
し
て
い
ま
す
が
、

第
２
位
が
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
（
16
・
０
％
）、

第
３
位
が
腟
外
射
精
（
13
・
０
％
）
と
続
き

ま
す
。
16
年
調
査
で
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤

４
・
２
％
、腟
外
射
精
19
・
５
％
で
し
た
か
ら
、

こ
の
逆
転
現
象
に
つ
い
て
は
原
因
を
追
究
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う

「
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
」
と
は
、
質
問
紙
で
は
、

「
避
妊
を
目
的
と
し
た
低
用
量
ピ
ル
（
Ｏ
Ｃ
）

と
月
経
困
難
症
治
療
薬
で
あ
る
低
用
量
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン
製
剤
（
Ｌ
Ｅ
Ｐ
）

の
こ
と
を
い
う
」
と
の
た
だ
し
書
き
が
付
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

別
の
質
問
で
、「
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
使
い

た
い
で
す
か
」
と
聞
く
と
、47
・
４
％
が
「
使

い
た
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値

は
、
７
年
前
に
比
べ
て
26
ポ
イ
ン
ト
も
増
加

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、「
す

で
に
使
っ
て
い
る
」
が
25
～
29
歳
の
21
・
０

％
、
35
～
39
歳
の
18
・
３
％
で
、
全
体
で
は

12
・
３
％
を
数
え
て
い
た
こ
と
で
す
。
こ
の

数
値
は
、
２
０
１
６
年
調
査
に
比
べ
て
９
・

３
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
に

値
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を

全
に
服
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

　

左
記
の
相
談
室
は
、
避
妊
を
目
的
に
し
た

も
の
で
す
が
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
電
話
を
お

か
け
く
だ
さ
い
。

使
い
た
い
」
と
思
う
最
も
大
き
な
理
由
を
１

つ
だ
け
あ
げ
て
も
ら
う
と
、「
月
経
痛
緩
和

や
貧
血
予
防
な
ど
副
効
用
が
あ
る
」
が
51
・

６
％
。
こ
れ
は
前
回
調
査
に
比
べ
て
12
・
６

ポ
イ
ン
ト
も
増
え
て
い
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
が
こ
の
７
年
間
に
驚
異
的

な
普
及
率
を
打
ち
出
し
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。
最
近
で
は
、
Ｏ
Ｃ
が
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に

登
場
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
Ｏ
Ｃ

や
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
入
手
し
た
り
す
る
女
性
が
増
え

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
心
配
な
の

は
、
ご
自
分
が
服
用
す
る
薬
に
対
し
て
十
分

な
理
解
を
さ
れ
て
い
る
か
、
飲
み
忘
れ
た
際

に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
、
ど
ん
な
症

状
が
現
れ
た
時
に
服
用
を
中
止
す
る
か
な
ど

が
十
分
に
情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
か
で
す
。

女
性
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
ド
ラ
ッ
グ
と
呼

ば
れ
る
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
が
広
く
使
わ
れ
る
こ

と
は
大
歓
迎
で
す
が
、
と
に
か
く
安
心
・
安

女
性
が
抱
え
る

　
健
康
問
題
と
そ
の
予
防

避
妊
や
月
経
痛
緩
和
で
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
の
使
用
が
急
増
！
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＊2016年以降はピルなど女性ホルモン剤について聞いている
（日本家族計画協会：「男女の生活と意識に関する調査」2002,2004,2006,2008,2010,2012,2014,2016,2023）

「
避
妊
の
た
め
の
ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室
」＊

（
祭
日
と
年
末
年
始
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、

10
時
か
ら
16
時
、０
３–

３
４
６
０

–

４
１
１
２
）

＊
日
本
家
族
計
画
協
会
の
相
談
員
が
対
応

表

年 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2023
総数 490 471 461 406 411 310 262 261 169

男性用コンドーム  70.8 70.1 82.8 82.0 82.2 80.6 85.5 82.0 86.4
腟外射精法        15.1 16.8 17.0 13.3 18.7 17.4 16.0 19.5 13.0
オギノ式避妊法       3.7 3.0 3.2 3.4 3.6 5.2 6.1 7.3 3.0
女性ホルモン剤*         1.0 1.3 1.2 5.7 3.4 3.5 4.6 4.2 16.0
不妊手術（女性）    2.4 2.5 2.0 2.5 1.7 1.6 1.5 0.8 1.2
基礎体温法         4.3 4.7 3.7 1.2 2.2 1.6 3.1 1.9 0.6
子宮内避妊具       1.2 1.3 1.5 0.7 1.5 1.0 0.4 0.4 3.6
洗浄法       0.8 0.2 - - 0.2 0.3 0.4 0.4 -
不妊手術（男性）     0.4 0.2 0.2 0.7 0.5 - 0.4 - -
殺精子剤       - 0.2 0.2 0.5 0.2 - - - -
女性用コンドーム 0.6 0.6 0.2 0.2 - - - - -
無回答 11.8 13.2 2.7 2.5 3.2 3.9 2.3 1.1 1.2

「いつも避妊している」
「避妊をしたり、しなかったりしている」人の
現在の主な避妊法（２つまで選択）（女性）

（%）
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